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ごあいきつ

尼崎市立尼崎高等学校 枝長 西  辰 哉

皆様 本 ,は 尼怖市立尼nf高等学校吹奏業部第ユ 回定期減姿会へお超し頂きありがとうござい

ます 皆 様の長年にわたる温かいご文12のお陰て 本 日第ユ 回の定期蹟褒会を開催できることを

大変Auし(思 います

さて 今 1:度t吹 奏■部 =兵摩県吹奏来ヨンクールにお宮ましてA部 PJ金安 NttPI全 貨グラン

プリ 問 西吹奏凛,ン タールA部 門釜賞 兵 取県マーチン″ヨンテス ト全 ttなど 4コ ンクールに

おいて騨かしい成練をr「
してくれました

ヨンサー ト以外でも柿方的に活動をしており 尼 1存を中心に様々なイベントに姿加させて頂=

市民や地域の皆様に安され 朗 待される吹奏楽禅と日々進化しておりますjそ して そ の活動が認められ4月 に日捺

ツFブ チミスト「Sク ラブJに 泌証していたたきました さ らに 第 9ぶ回全国高年学校野球選手権大会において本社

が報 年ネリの出均を鼻たしたところ 】 純県の友情応援だけでなく 悲 顧であった母絃市尼の応携を,ル プススタン

トで行い 市 尼大応援団のこを一つにしてくれました.

このように吹業弾gIは 今 や市にを代表するクラフであり 本 たが目指している 「質の高い文武両通Jの 先頭をたっ

てくれています 今 後はますます市民や地減の皆様に愛きれる味震奏部として 賀 なる首みを目指して活躍してくれ

ることと思います.

どうぞ今ヤは そ んな市尼吹葦準部の心のこもった演妻を積喫してください

PTA会長 守 永 貴 美恵
本,は  陀 崎市立尼rF高年学校吹康楽部 第 孤 回定胴演奏会のご開催 萩 におりでとうござい

ます 市 尼nt奏奏部は 皆 様ど有力の通り今年のヨンクールにおいても 率 晴らしい成機を収め

ました。

この夏は ネ 技硬式野球部が第9B回生回高等学校野球選手権大会に 33年 よりにHl場を採たし

ました。JFj区大会決勝戦じ ヨ ンクールの前日でもありました力ヽ 吹奏栞部があ■'つけ卜を込め

ては援し 野 球部の優勝を後llししてくれました。

今年の甲予国ではファン,7~レ  大 J3行進 ギ1組弔手都首液の友情応捜 そ して市尼吹本来

部が市尼野球部を応艇すると言うな販も来たし 吹 豪凍部点にとって本当に熱い来い要となりました

今年は市htl l∞日午 こ の素鳴らしき良さ年の式典にも出演し 市 尼】次委茶部が花を採えました

Jツ クール以タトにも 1年 を通して式典やイベント参加など70以上ものスタジュールをこをしな力iら 毎 rl 就早

くから夜遅くまで練留にr」んています.市 尼吹浅準部 ユ体育クラフだね 1と 言 う声も榊得がいさます

これもひ■えに 熱 意ある取問の先生方とを侑を持って支えて下さる 保 護者の皆さまのお陰であります 4彗 に

あリカてとうごまいます。どうぞ市尼吹奏業部で学んだ0年間の想いを 吉 に乗せ存分に奏でてくださいゃ

そして 会 場の皆きまもその想いを受十 今 官の秋の夜長 感動の市尼すウントにひたってくださいゃ

最41になりましたが 今 後とも市尼吹奏業部の雄4の ご発寝とご活魔をお析けいたします.

尼崎市立尼崎高等学校吹奏業部 保 護者会 主 催 者
一

同

本日は第34回定lH演蓑会へご来場いただき記にありがとうございましたしまた 平 素より味秀業部の活

動にご理解、ご支援 そ して温かいご声援をいただき 主 催者一同 心 よりほ討しております.

1年間を理して 様 々な学校行事や地域の行事など積極的に参加しその成果をあげてきました.吹 奏楽ヨ

ンクール マ ーチツグコンテストでは兵庫県代表として関西大会へ出場しました。

また 今 年は不校硬式野球部が鶴年ぶりに 「夏の甲子園」へ出場することができましたも実はこの定 IIl

演奏会を初めて開催したのはちょうど33年前 初 出ljtをはたしたときです。毎年 沖 組代表校の友情応擢

をしていますが 念 願が叶い 本 枕の野IF部と沖縄代表在の両校を応援することができました。そして

野球部員同士の交流もアルプススタントですることができとても思い出深く有意義な夏となりました。

本夜は 「文武両道 (クラブも勉強も預張る)」を目的として学校生活を過ごせるようにしています。本]

お越しの小 中 学生のみなさん 本 法吹棄楽部で共にクラブ活動ができる日■をお待ちしております。

最後になりましたが 今 回の演本会を開催するにあたり物心両IHからご協力賜りました方  々ご 指導し

ていただきました先生方 0■ やOCの 話先輩方に厚く袖|し申し上げます。まだまだ力不足でお聴き苦しい

ところもございますが ど ,ぞ 最後までゆっくりとご鑑賞いただきますよう よ るしくお願いいたしますご
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一年間の歩み
第 65回 中高台同百楽去                     あ ましんアルカイックホール

中之島まるごとフェスティバル                  ● 之gフェスティ′'じ夕,一

筆 4回 駅前ロータリー僚り                    阪 自慰崚妊帥側ロータリー

尼崎南ライオンズクラブ会長杯 サ ツカー友好リーグ 開 会式    本
一Jム尼崎議 講

ウィーン‐ベルリン ブ うス ク インテット 公 開クリニック 金 自8重衰  あ ましたテルカイックホール

尼崎市吹案察連盟 定 朗浸英室                  あ ましたアルカイック本―ル

本資林育購

いた″本―ル

本たい言館

フェスタ立花

高砂市文化会館

立修 の臼幼確固体吉協

あましんアルカイック小―ル

細 本言健

都ホテルニューアルカイック

あましたアルカイックホール

上ノ島西公園

本核競吉館

練 悟別窺 皇

対資特別目綴雪

ベイコム守憲場

本校体汚館

本欄壕百億

細 精 憾

本校村別高甥室

本翻 !轟寝

ベーヨ肉B崎記念繭

いたみホール

ペイ]ム野球密

あましたアルカイックホール

日本万国悟覧会記怠公目

破 0数

中央0'盗

帥 サ爾鐘

中知 鞠

あましたアルカイックホール

京tラ ドーム大観

痢資晴月!森桜宮

本紙体育魅

本校体青題

本夜特別高衰宮

姫艦ウイング車場

終業式

アンサンブルコンテスト東阪神地区大会

金管 8重 薫 A 金 賞 代 表 サ ックス 7重 霊 金 父

クラリネット3重 尭 壼 賀 代 表 打 楽器重棄 5皇 棄 金 賀

始業式

lB永楽器アンサンブルコンサー ト 佳 箇 8重 養、C6重 奏)

第 41回 兵庫県アンサンブルコンテスト

金嘗 3室 蓑 霞 曳 代 表 ク ラリネット8言 葉 金 賞

ミニ浸養会

あましんブラス

本校卒業式

尼崎南ライオンズ袴成 50周 年記念式栗 浸 案

尼崎市吹奏楽連費 定 期漠衰会

上フ島町内会濁奏

終業式

新譜紹介音源録言 (ティーダ出版)

前田標子さん (東京佼戊ウインドオーケストラ)公 開レッスン

市民スポーツ祭 軟 式野球 P13会式

始糞式 入 学式

対面式 ク ラ'縄 介

クラフ紹介

課題曲研修会

台湾大同高校 観 迎濠棄会

メーデー

章 6口 東阪神吹奏楽連盟 東 日本大震災復製支援コンサート

全日本軟式少年野Ij開全式

尼崎市吹案楽連盟 講 習会 モ デルバンド

ブラスIキ スポ 2016

3000人 の F・習

3000人 の懐習

団疎ツロプチミスト Sク ラブ認証式

3000人 の標習

尼崎市破奏楽□ 第 52固 定期演奏会 バ ンダ出演

3000人 の吹妻楽

東阪神地区大会コンクール抽選会

市高祭

終業式

オープンハイスクール

な橋野球部応援 市尼―西宮今津 (延長 15団 2251=分 け再詞合)



尼崎市吹妻楽連盟 定 期漂姿会

本校野球部応盤 市 尼―西宮今津 2-1

本校野球部応援 市 尼―報徳宇園 1-0

本校野球部応援 準 決勝 市 尼―社 5-3

本校野Ij部応援 決 勝 市 尼―明石商業 3-2 倒 勝

第39回 兵庫県喰授業コンクール東ほ神地区大会 Aの 部 金償 代表

第390兵 障県破受暮コンクール東服神地区大会 NO部  金世 代表 民医秀

第 98回 全日本高等学校野球選手権大会 練 習

野球部甲子固出場性行会 応 損練習会

第 98回 全日本高等学校野球選手権大会 リ ハーサル

第 98回 全日本高等学校野球選手権大会 開 会式

立花商店街子供察り

映画 晴 空エールJ出 演の上屋太感さん 竹 内涼真さん 来 校

本校野球部応援 対  人 戸字院光星 4-5

第 63回 兵庫県破喪薬コンクール Nの 部 金 史 最 優秀

沖縄県代表友脩応援 嘉 手紳―前橋育英 10-3

第 63回 兵庫県吹奏楽コンクール Aの 部 住 賞 代 表

沖縄県代表友情応鎮 嘉 手務―明徳義肇 S-13

第 96回 全日本高等学校野球選手権大会 閉 会式

夕やけコンサート

オープンハイスクール

第 66回 関西映妻薬コンクール G英

始業式

第 44回 冥慶県マーチングEDンテスト 念 賞 代 表

第 420関 西マーチングコンテスト 銀 賞

南旨高校国際交流歓迎濠震

たちばなフェステイバル

村食野球部応据 準 々決勝 市 尼―報福宇固 2-4

体膏大会

尼ツニック

市民まつり

尼崎市 市 制 100同 年記念式奥

尼崎市吹奏楽団市制 100周 年:捻 特,u湧棄会

第 36回 近勧総合文化祭兵庫大会吹奏業部門選抜合同バンド 練 習

第 36回 近畿結合文化祭兵庫大会吹奏茶部門選抜合同バンド 練 習

第 36□ 近議結合瑠 ヒ祭兵庫大会吹奏業部門選抜合同バンド 練 習

KOSA DO運 動会

第 67回 中高合同音楽祭

第 34回 定期演霊会

あましんアルカイックホール

姫路ウインク球場

姫招ウインタ球場

姫篤'イング球掲

明石トー方□求線

あましんアルカイックホール

あましたアルカイックオ‐ル

阪神甲手日寧塩

線 体親

頓神甲子日邸場

阪神甲子国球境

輸 詣

本校勅引自桟宮

販神中子箇球塩

三国市総合文1しセンター

張神978・ 場

あましんアルカイックホール

卵 甲勲 場

卿 甲魏

ごんどんタクン

織 刷擁 畳

0-ム ンアター京都

紬 ぢ読

グリーンアツーナ神戸

大阪市中nt育 鷹

紬 な寵

択並 蜘

瞬5卜■方D球塩

本技グラウンド

阪椛 崎鯛

ほ細巳崎駒奇辺 ‐

あましたアルカイック亦―ル

あましたアルカイックネール

あましんアルカイタク本一ル

ー P醸域巨

結 別線

B本万国搬 鹸 公固

あましん,lltイツクネ=ル

あましなアルカイック京!ル



卒宮
歌劇 「カヴァレリア ル ステ ィカーナJよ り問奏ド

この働Ⅲま シ チリア自の村の人 の々間て起こる三角関係の態削を描いた歌劇です 歌 朗は i幕ものですが 中 間で舞台か

ら登場人親が芸って護もいとくなる部分"あ り そ こで減葦されるのがこの 「間受由Jで す そ のあとtFtこf5血凝シーン

とは焦口係のような天団的な実しさをもつ間窪曲て また ■れがあるため うとのシーンなむごたうしく8し うれるように

作PB者江「f算したのかすしれません
3″格子の実しい慶待め苗です

アルメ■ア ン タ ンス パ ー トI

アメリカの作は家アルフレッド リ ード"ア ルメニアの民編を妥材として十曲した吹奏楽働です Sつ のアルメ■ア良露
江納,て積受さl■ます
オープニングとして 3つの民部を組み合わせて鋼糟登力Hこ就い上げる「香子の木Jヤ マウズラが歩ご回あ僚子を表した「ヤ

マウズラの既」村の青年たちによる恋駅 「お―い 棋のチすンJ雄 大なアルメニアの山を積える fライャス山Jそ して,す ッ
クダンスの祭奥 「行 す 行 けJを それてれの場面に合わせた言色で績妻します

「レタイエムJ

この由は「絡姫1「アイー知 ても有名をイタリアの作曲家ブェルディ1こよって和作きれたミサ蔵の一つてす イタリア
の文泰アレッサンド0 マ ンツー=を 週資する目的で作曲されました 二 大レクイエムの一つに数えられ そ の中tt「 題

も華B8,レ クイエムぢとSrされています 第 7 ut B7分の中からヨンクールで HIIした4出 を源要します 88西 大会で金蜜

といただいた出てす 後 半で旨熊もご存知のメ0デ “―が出てきますのでお聴言ください

勇気 1000。]rass  R o c t

19靖 年からNHKで 旅送さているアニメ 「忍たま乱夫廊Jの オープニンク'一 マ曲です 光 GENliや Yお L yahな ど
打転い人気となったこの定幸機を ま ,た く新 しい °

ブラス,ッ ク
ヤ
 |ア レンジ さ ,tフ リ"Flくなり 峡 要楽でカッヨ

よく吹きやすい作品です 1このアニメの作者は尼崎市出身でキャラクターの高字はほとんど尼“市の地名か0付け,れてい

ます 今 年尼臨 ま市晴110o田年なのでこの間でどんどん活気づけていきましょう|

介

ジャバ■― ズ グ ラフ イテイ lX

山田百恵の接親にあたる時代の代表苗て 一 uB目の 畝 桜Jは  さ をま=じ作詞 Ⅲ ugによるヒット面て こ m目 の 「プ
レイ本ックPa“2jと =的 目の 「イミテーンョン ゴ ールトJは 作桐 何 木線子 作 曲 キ 悔竜重のヨンピで数多くの質を

受けています 四 由目の 「いい日旅立ちjt谷 村新司のF罰  作 由により当時の国鉄 つ まり現在のテRの キヤンペーンツ
ングとして発表された面です

セプテ ンパー

ツクル臣7,ン クの大御所 アース ウ ィンド【フアイアーが全盛朗の 1978年に'リースした函で ノ` ンドのI●委面の0
とつとしても ま た務群)A/z裏日の代奏的なレパートリーのひとつとして↓おなしみ ア 、チャチ十のリズムをベースに
した ノ ツクリのアレンジです この間はディスヨソンクをので 購いているだけて思わす腰を動かしたくPrります 就輌
の最初にあるように 「Do you  r e D e m b e「J腺 いていた頃の自分を思いたしてください

3RAVO BRASSt プ ラボー ブ ラス !

ブE― ドウェイミェージカル事に代表されるンJ一 ミュージックは 視寛的な疑やかさもさることな力tう 音楽的にも魅
力にとんでいて 峡妻栞のステージにヽよくマッチします このHtまそんなンJ一 ミェージックをイメージしてlTられた0
のなので ヨ ンサートのオーブニング,ア ンヨールピースとして大いに活用されています シ ョー的な要素もヽ んたんに取
り入れられています なお タイトルtI「ブラス鳴来lJと いう意時の需宮合わせです

女流演歌ヨレクション

タイトルの通り 女 性濃騒破手のビット山を集めたメドレーです 「しなやかに 美 しく と 言に妖しく」というコンt
ブトで 宮 彩感理かなサウンドに仕上がつています 「舟唄 (八代亜紀 1979=)J「 超冬つFあ (森自■ 1983年 )1磁
llおt(坂 オ冬夷 1094年 )Jの 3拡″登鳩 穏 田洋介の言で由吉させないアレンジで 適 度を吹さごたえ方'ある 充 実の
メドレーです 有 名を曲をのでをい人 一ヽ接は聞いたことがあると再います 毎 年恒nlの羽地plBをお率しみ下さい

アフリカンシンフォニー

野球の応壊ツングとして演套回数第1位で有名,こ の間は 実 は,メ リカの作は家ヴァン マ ッヨイのデイス'言葉なの

です 今 回は岐奏募フ【―ジョンであ送りします タ ストの坂上先生のドラムッ,に ↓ごと目くださ↓ヽ



▲尼信ブラス

脳 ■ 田 鴫 即 電
ツロブチミスト盟定式

ブラスエキスポ

,4



甲子田関会武中子囲フアンフアーレ

l  t       i

a010g Fg4。 印0日 00  メ 略9

ml年 tC ■ 3肖2口【■1  !ヽ  コ H

市尼崎母校応援
嘉手納の応援も任せて
Ｅ

●
‘

Ｆ

確
吉
宴

ｒ
一 市尼南ブラフヽン ダブル霊授

2016,コ 強 る■121J I郎日 閑 車 “。

崎
勧

吾

握

岳

軍

受

費

一■
こ

ロ

■
　
窃
】
い
的
モ
〓
電

昏

赳

‘

ほ

ｔ

ｉ

「〓

白
“
』
ヽ
「
菖
，
一

に
出
昭
■
ι
‘
，
口

一〔

，

ｈ

“
ョ
局

シ

ヨ

一
ヽ

一や
巴
）
０
■
イ
サ

ト
Ｌ
ぼ
ミ
コ
≡
０
す
た

軍
留

母
置

ｉ

君
霧
阜
〓
母
ヽ
，
望
４
国

頼
番

離
換

節

描

筆
確
彬
巌
頑
醸
製
生

小
年
暑
挑
離
琢
韓
が
ま

，望
と
石
】
，
≡
置
オ

Ｊ

一〔
“
ヨ
２
言
う

ヽ
こ

ｔ
，
岳

君

　　〔
円
）
タ

■
ブ
ス
軍
一
ｉ
ｔ
，
す
―
ン
を

踏

　　　【宮

瞥

す
０
ま

も
，
空
で
Ｓ
ｔ
ち
４
し
い
一
ロ

寛

を
立

っ
て
ヽ
力

で
ｒ
窪
し

工
・
患

二
震

費

ヨ
ン
タ
ー
ル
に
０
中ｕ
霊
モ

ｉ
尼
岳
を
と
“
所

脚^
”
）

と
の
”
は
を
，
お
し
て
い
た
，

ど
０な

一Ｅ
使
ｔ
留
じ

た
い

魯

コ
ｔ
察

す
る
」
と
≡
し
，

Ｅ

応
廟
魯

巨

０
コ

，
蜂

呂

白
■
れ
一〓
）

“
い
，
【
，
●
Ｈ

母

占

「夢がかなった」
吹宏栄AF

71'ス 度でctrす o,た 円o

四四g“ Flに`‐ lo“ コ ぼ
"印 '却  る ・ 事 控

一　
嘉
手
総
部
貞
応
援

警
く
指
首

え
方
】
ち
の
，
シ
ャ
ツ
０
首
≡
臣
揮
●
こ
　
ま
≡
柏
五

一昏

研
罰

ニ

ュ

ｉ
撮

り
貿

た
と

言

に

一
ス
タ
ン
ド
０
，
窪
そ
塵
り
■
，
ｔ
　
　
　
　
　
ｉ

―
日
　
市
，
■
〓ヽ

「

唖
一〓
”
中
山
』
亡
ｍ
萌
■
「
れ

雪

ヽ

市

に

Ｅ
君
苺

『

”

々

ヨ

Ｅ

き

イ
≡
い
こ
と
■
ら

れ
層

ｇ

真

せ

把

軒

ヽ
宮
，
０
「
子
日
■
”
潟

卓

■

管

と
な
ｒ

ｉ

一
ヽ

コ

官

段

こ

督

ヨ

８

卑

曇

２

・
ヽ
続

≡

こ

ｔ

，

５

ｔ

，

Ｉ

■

〓
苗

母

置

た
一
■

３

ヤ

ｔ

４

存

中
５
【
本
０
ホ
】霞
コ
■
”
内

”
喬
●
四
書
ど
ヒ
軍

０
一

【
Ｉ

ｆ

ラ
ー
こ

と

Ｆ

ゼ

岳

≡

だ

　
軍

か
を
Ｌ
Ｏ
ヽ
″
一
●
町

翠
〓
車
早

市
電
白
ど
と
，
日
”
■

，
ｒ
る
０
ち
‘
　
巴
魯
”

Ｅ
四
ｔ
ｉ
に
，
ど
ヽ

出
四
さ
ん
は

一！
，
と
は

Ｃ
の
，
お
≡
一ｔ
ｉ
本
【
卜●

「占
必

，
Ｅ
”

「ど

ヽ

Ｃ
ｉｌ
，
０
●
■

●
し
軍

≡
Ｈ
≡
０
“
●
た
０
　
一

国
■
ど
〓
妥
日
西
Ｈ
■
で

，

そ

本
≡
基

営

≡
ヨ

■

【些

を

Ｓ

Ｆ

こ

白
め
ヤ尊

夕
３

，
■

一≡
一”

「

出

‘

，

力

観

・
差

！
呂

呂

汚

鼈

轟

召

８

露

婦

わ
ｏ
≡
宮
高
め
，

慧
配
ヨ
た
ち
一を
）

し
て
く
ヽ
≡
い
る
の
モ
∬
ま
し

な
し
た
０
っ
た
」
ｉ
Ｆ
Ｅ
■
テ

■
ン
ス
を
コ
え
と
≡
　
”
召
厳

再
「
Ａ
イ
サ
イ
●
じ
〓
ん
」
Ｊ
〓

そ
ら
ヽ
　
こ
〓
ね
０
前
Ａ
た
ち

Ｊ
■
■
を
“
う
し
ヽ

こ
Ｈ
”

ス
０
た
す
　
両
と

の
コ
資
た
ち

は
【
≡
ち
，
　
適
言
合

う
■

コ
≡
ど
い
ｔ
と
の
厚
エ
ロ
に

■
，
じ

た
，
■
■

一景
草
）
４

３
日
０
■
吾

，
３
８
，
１
■
６

キン
ス
ク
ヽ

■

■

１

０
な

Ｈ
ヴ

シ
ャ
ツ
４
電
子
氏

の
政
，

要

旨
ヽ

ｔ
Ｅ
“
〓
Ｇ
，
　
こ
宮
向

繁
題

轟

憲

っ
て
い
≡

コ
タ
″
た
う
と
一

と
ｇ
よ
し
て
ヽ
■
　
　
　
　
！

留

ど
な

Ｒ

Ｌ
雪

】

胃
り
，
Ｅ
剤
Ｌ
宮
一妥
■
　
■
，

■
１
車
に
，
■
Ａ
■
Ａ
五
●
露

よ
ヽ
た
こ
と
そ
ど
う
か
け
に
ｒ

岳

て
を
モ
「
唐

毎

忘

と
し
て
ｈ

う
Ｌ
，
■
≡
て
　
コ

■
ｔ
京
寓
Ｅ

モ
ｉ
４
，
四
り
，

，
る

の
ご
≡
≡

バ
イ
サ
イ
者
▼

せ
ん
」
り
■
活
を
証
さ
れ
Ｓ
一

こ
の
Ｅ
も
四
Ａ
０
１
２
，
大

に

ヽ
ど
メ
イ
　
ビ
ユ
イ
」
と
言

占釜軍藤F啓

ｒ
ｇ
井
・応
名
説
４
辞
頭
智
一≡増
ァ一有
エ

韓
空
叫
当

寵

叫一

官

と

な
質

掛

既

り
と
超
費
り
、
大
”
ヨ
ｔ
日
，

Ｈ
■
“

モ

Ｏ

ｉ

し

ヽ

自

匠

縁

一
鷲

」

駐
督
群

誘

母

‘
１

“

ヽ

≡
Ｆ

〓

う

【
ヨ

高
観

電

一ど
Ａ
　
ス
ク
，
　
」
力
あ

ど
】
ヽ
白
々
ｎ
っ
た
　
ヨ

ｇ

コ
ヽ

こ

罵

゛

一藍

辞

一　
一
宮

督

】

●
毎
４
ま
々
を
瞬
●
顕
Ｌ

ｊ
こ

雪

を

お
≡

ヽ
こ

賀

貿

さ

底

【
奈

■
一や

■
イ
一
】
資
〓
″

ヤ

・‥

〓
立

を
控

■
ヽ
ヽ

一≡
」

〓
０

軍

と

お

す「

！ｔ
ヽ

ハ
岳

一こ

品

富

“

電

骨書:;書豊
:属:骨:督

静
轟
静
繭
轄
脳

梗
楚
辞
襲
寮
襲
電
韮

,,ッ ー ■■を,●… |
翌 ■立 ま う ヨ ,と'師 |

ど
賤
ゆ鋒
的
体

一■に四Ⅲ●1たⅢJ



fスタンド演奏 絶対選子に届くJ

と屋末■さん 拘ヨ大妥車部にエコ レ

積撃認経継棚旋
ん 五 |ョ  西 ri悔 苺置 霞

0●●Httgセ ⅢⅢt "120人 の
れ貫 [`r3電 の 「,ブ ,イ ズ由
1,J  2″ 0理 可鋼  (■範 ■せ
るとキ言tユ カがあ拘o■
EH面 亡 ス itti莉 "a明 罰

=こ えなコ田輛ま=オ のな高"蛍
■ 吹 受長観損の■pィ ンを 印
,日 をめさすす“SAfた ′S
iヨ,こ向州  ヽこ にヽちていてス
トーリー,こ
i把 おり氏0望 ヨは氏ヽまとし

i ttH=ヽ 「̀営 壺■田西は=
東ヨンター)●にじ,■  ,年 も ,
3と 12日にい啄ヨ常コンター t
ヨえる こ のヨは言a, 日 7田
U観 =Aあ た軍暮甑じばる ほ
つ
ととさん 査そんr T t t A■うに

抑 'H高 =手前aた■=央
B=れ イ=)と を内,■さん
―Fttll上ンヽ 町1■日

「こ取 Sttr.F rt
_ ■ ■ンド0う の護 ittH

轍 縮 運 え帝ゥ:
「F二 人 【ヱくをヽ, ‐ ,tJ

4岳 じ■      (輛 庄 '

日コ因め巨 … …

Xの 0ユロ 全に■賀=国最
フラツて"^|ヽ 卜,そ 嘉 ,

l StljEEatは 神“おまと0と とをt4し ていう0と ,

lE コ 速 ●(Ar

l"1加 ・― r車― ut〕 E々,てtiO 日田口 =LER明 …  Wtr
萌 碑 Eと つヽヨ モ Ⅲ す"",ア をここと,J唆 口PBじ Xう抑 湾口によ0電ロ
と ,内 oや字い い い "tr【 的 改 ィ ぃ成 い0

●●α ,コ 憲うに内rp● ●IIHR`t… ロロ 知えて 日llttt ttr
Oコ t口J,3こ と い●ItJ球 ●めXtい oお

鳴,くヽ せE g4t本 ●  「アク加 ヤ1イサヨ‐ル志 いに,0■がった,ウン
ツ【 , すiⅢすol東0, A● 「内つ形口【ス=行していこう一ルを  ■窪伸ヨにもじめ
ちち●とJや ‐●●ttgせ己cII とタリ1まと 卜 白に,oそ"たlwと,0と0 `
中 tt Hカー

矛 ■,Ft  t t  l f立イ̀十 とも,ま つ り
をzol"II力 '8ち ●● 由` `,い  … Ⅲ…

概市報繍認評子剛i城

ヽ
「
！
一ヽ
日

Ｒ

　
「

Ｒ

Ｂ

剛

日

一
印

風

朝

印
出

【印

ユ 田

立花子どもまつリ

惨

イ

FS西峡芸楽コンクール 立花フェスティバル

16

緒票発表


